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附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

樽
床

伸
二

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第
十
六
条
第
三
号
中
「
第
十
二
条
第
二
号
の
二
」
を

「
第
十
二
条
第
二
号
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
の

二
中
「
第
十
二
条
第
二
号
の
二
」
を
「
蓄
電
池
で
地
下

に
設
け
ら
れ
る
も
の
並
び
に
第
十
二
条
第
二
号
の
三
」

に
、「
及
び
変
電
所
」
を「
、
変
電
所
及
び
熱
供
給
施
設
」

に
改
め
、
同
条
第
六
号
の
二
中
「
施
設
」
の
下
に
「
及

び
同
条
第
一
号
の
三
に
掲
げ
る
発
電
施
設
」
を
加
え
、

同
条
第
十
号
中
「
第
十
二
条
第
二
号
の
二
」
を
「
第
十

二
条
第
一
号
の
三
に
掲
げ
る
発
電
施
設
及
び
同
条
第
二

号
の
三
」
に
改
め
る
。

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
八
十
五
号

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日

は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日
と
す
る
。

財
務
大
臣

城
島

正
光

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

郡
司

彰

環
境
大
臣

長
浜

博
行

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
八
十
六
号

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
七
条
第
三
項
第
五
号

イ
及
び
ロ
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十

九
条
第
三
項
、
第
二
十
六
条
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
七
条
第
二
項
及

び
第
五
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
六
十
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
熱
供
給
施
設
に
準
ず
る
施
設
）

第
一
条

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
三
項
第
五
号
イ
の
政
令

で
定
め
る
施
設
は
、
水
、
蒸
気
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣

が
定
め
る
液
体
又
は
気
体（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
水

等
」
と
い
う
。）を
加
熱
し
、
又
は
冷
却
し
、
か
つ
、
当

該
加
熱
さ
れ
、
又
は
冷
却
さ
れ
た
水
等
を
利
用
す
る
た

め
に
必
要
な
ボ
イ
ラ
ー
、
冷
凍
設
備
、
循
環
ポ
ン
プ
、

整
圧
器
、
導
管
そ
の
他
の
設
備
（
熱
供
給
事
業
法
（
昭

和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規

定
す
る
熱
供
給
施
設
を
除
く
。）と
す
る
。

（
都
市
公
園
に
設
け
ら
れ
る
施
設
）

第
二
条

法
第
七
条
第
三
項
第
五
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る

施
設
は
、
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令

第
二
百
九
十
号
）
第
十
二
条
第
一
号
の
三
若
し
く
は
第

二
号
の
二
に
掲
げ
る
も
の
又
は
同
条
第
二
号
の
三
に
掲

げ
る
熱
供
給
施
設
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
要
す
る
建
築
物
）

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
域
内
に
お
い
て
整
備
さ
れ

る
当
該
各
号
に
定
め
る
建
築
物
と
す
る
。

一

建
築
基
準
法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事

を
置
く
市
町
村
の
区
域

同
法
第
六
条
第
一
項
第
四

号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、

移
転
又
は
用
途
の
変
更
に
関
し
て
、
法
律
並
び
に
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
を
除
く
。）以
外

の
建
築
物

二

建
築
基
準
法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
建
築
主
事
を
置
く
特
別
区
の
区
域

次
に
掲
げ

る
建
築
物

イ

延
べ
面
積
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第

四
号
の
延
べ
面
積
を
い
う
。
第
十
三
条
に
お
い
て

同
じ
。）が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物

ロ

そ
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
転
又
は
用
途
の

変
更
に
関
し
て
、
建
築
基
準
法
第
五
十
一
条
（
同

法
第
八
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
み
、
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会

が
置
か
れ
て
い
る
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
卸
売
市

場
、
と
畜
場
及
び
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る

部
分
に
限
る
。）の
規
定
又
は
同
法
以
外
の
法
律
若

し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
条
例
の
規

定
に
よ
り
都
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
建
築
物

（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
許
可
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建

築
物
を
除
く
。）

（
認
定
集
約
都
市
開
発
事
業
の
施
行
に
要
す
る
費
用
に

係
る
国
の
補
助
）

第
四
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
地
方

公
共
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
認
定
集
約
都
市

開
発
事
業
の
施
行
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
特
定
建
築
物

の
共
用
部
分
（
当
該
認
定
集
約
都
市
開
発
事
業
に
よ
り

整
備
さ
れ
る
特
定
建
築
物
の
部
分
で
あ
っ
て
当
該
特
定

建
築
物
を
所
有
し
、
又
は
賃
借
す
る
者
（
当
該
特
定
建

築
物
の
全
部
を
所
有
し
、
又
は
賃
借
す
る
者
を
除
く
。）

の
全
員
又
は
そ
の
一
部
の
共
用
に
供
さ
れ
る
べ
き
も
の

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
費
用

に
対
し
て
地
方
公
共
団
体
が
補
助
す
る
額
（
そ
の
額
が

特
定
建
築
物
の
共
用
部
分
に
係
る
費
用
の
三
分
の
二
に

相
当
す
る
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
三
分

の
二
に
相
当
す
る
額
）
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。

（
特
定
建
築
物
の
用
地
と
し
て
処
分
さ
れ
た
保
留
地
の

対
価
に
相
当
す
る
金
額
の
交
付
基
準
）

第
五
条

法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
べ

き
額
は
、
処
分
さ
れ
た
保
留
地
の
対
価
に
相
当
す
る
金

額
を
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
前
の
宅
地
の
価
額
の

総
額
で
除
し
て
得
た
数
値
を
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
日
に
お
け
る
従
前
の
宅
地
又

は
そ
の
宅
地
に
つ
い
て
存
し
た
地
上
権
、
永
小
作
権
、

賃
借
権
そ
の
他
の
宅
地
を
使
用
し
、
若
し
く
は
収
益
す

る
こ
と
が
で
き
る
権
利
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

前
の
価
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

都
市
公
園
法
施
行
令
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
二
百
八
十
四
号

都
市
公
園
法
施
行
令
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十

九
号
）
第
六
条
第
四
項
及
び
第
七
条
並
び
に
都
市
再
生
特

別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
十
九
条

の
十
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。（

都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第

二
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
七
項
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
、「
限
る
。

以
下
」
を
「
限
る
。
第
三
十
一
条
第
八
号
に
お
い
て
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。一

の
三

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
発
電
施

設
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

第
十
二
条
第
二
号
の
二
中
「
及
び
変
電
所
」
を

「
、
変
電
所
及
び
熱
供
給
施
設
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
二
号
の
三
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

二
の
二

蓄
電
池
で
地
下
に
設
け
ら
れ
る
も
の

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年

政
令
第
百
九
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
又
は
第
二
号
」
を
「
、
第
二
号
又
は
第

二
号
の
二
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
の
一
部
改

正
）

２

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十

六
年
政
令
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中「
第
十
二
条
第
二
号
の
二
」

を
「
第
十
二
条
第
二
号
の
三
」
に
改
め
る
。

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
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大
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司

彰
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大
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佳
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